
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
制
度
化
に
関
す
る
一
考
察

藤

ネナ

好

美



は
じ
め
に

今
日
、

ア
メ
リ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
を
め
ぐ
る
議
論
は
百
家
争
鳴
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
近
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
・
ラ
i
ニ
ン
グ
の
制
度
化
と
中
等
教
育
・
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
義
務
化
の
動
き
に
着
目
し
、
学
校
教
育
へ
の
積
極
的
な
導
入
の

理
論
と
方
法
を
模
索
す
る
者
も
い
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

1
ニ
ン
グ
が
制
度
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
で
、
そ
の
初
期
の
社
会
変
革
志
向
の

理
念
が
忘
れ
去
ら
れ
、
骨
抜
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
、
「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
は
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
憂
う

者
も
い
る
。
さ
ら
に
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
制
度
化
の
動
き
に
倣
い
、
社
会
貢
献
活
動
を
学
校
教
育
に
導
入
す

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
そ
れ
を
実
践
に
移
す
動
き
も
年
々
さ
か
ん
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
活
動
と
学
習
の
統
合
で
あ
り
、
一
九
六
九
年
の
南
部

地
域
教
育
委
員
会
（

ω
g
p
qロ
河
内
問
弓
邑
開
門

H
E
S
E
S
∞
S
E
以
下
∞
百
円
∞
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
（
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
1
ニ
ン
グ
と
は
）
人
々

の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
事
業
と
意
識
的
な
教
育
的
向
上
と
の
融
合
で
あ
る
」
。
学
校
に
お
け
る
学
習
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
連

係
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
い
う
言
葉
こ
そ
用
い
て
は
い
な
い
が
、
古
く
か
ら
そ
の
試
み
は
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
全

米
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Z
阻止。ロ己

Q
2
5伝
吉
己
紹
え

F
2
W巾一
F
E
E－
口
問
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
歴
史
は
一
八
六
二

年
の
モ
リ
ル
法
と
固
有
地
付
与
大
学
の
設
置
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
シ
ャ
ト
1
カ
・
ム

l
ブ
メ
ン
ト
、
一
九

世
紀
後
期
の
ジ
ェ

l
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
に
よ
る
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
設
立
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ

l
イ
に
よ
る
経
験
学
習
の
提
唱
な
ど
、
連
綿
と
続

い
て
い
る
。
表
1
は
、
同
情
報
セ
ン
タ
ー
の
示
す
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
年
表
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ト
ン
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ

ン
グ
と
い
う
考
え
方
は
、
既
存
の
教
育
観
に
対
す
る
ア
ン
チ
・
テ

1
ゼ
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
初
は
お
の
ず
と
周
縁
的
で
、
権
威
や
制
度
に

対
す
る
挑
戦
で
あ
っ
た
と
す
る
。
学
校
と
地
域
社
会
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
思
想
は
、
常
識
を
疑
う
と
い
う
パ
イ
オ
ニ
ア
的
発
想
と
、
教

育
に
よ
る
社
会
変
革
と
い
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
動
機
を
秘
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
特
に
一
九
六

0
年
代
の
公
民
権
運
動
の
時
代
、

学
生
た
ち
は
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
学
校
や
大
学
の
閉
鎖
性
に
挑
戦
し
、
批
判
的
思
考
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。
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表1 サービス・ラーニングの起源と制度化の動き（年表）

1862年｜モリル法の制定により、固有地売却によって、各州、｜に州立大学の基本財産を確

保し、実学を提供する国有地付与大学を設立することが定められた（同法は、

固有地付与大学におけるサービスの法的根拠となったとされる）。

1870 iシャトーカ・ムーブメント：ヴインセントによりシャトーカ湖畔で始まったメ
1930 ｜ソディスト教会の夏期サンデー・スクールが、 8週間の成人学級（芸術、科学、

人文学）にまで発展する。

1889 1ジ、ェーン・アダムズらがシカゴにハル・ハウスを創設し、それはカレッジ・セ

ツルメントであり、人々の社会性をj函養する場であることを強調する。

1890- l大学拡張運動の最盛期
1910 

1903 ｜ジョン・デューイが経験学習の理論をシカゴの実験学校で実践に移す。

1903 ｜シンシナティ大学で協同教育が始まる。

1910 ｜ウィリアム・ジ、ェイムズが、兵役と異なるナショナル・サービスの概念を提示。

1915頃｜アパラチアの民衆学校が2年制、 4年制のカレッジになる。

1933 ｜フランクリン・ローズヴ、エルト大統領、市民保全部隊（CivilianConservation 

1942 I Corps）を創設し、若者に公園保全活動の機会を与え、経済の建て直しに着手。

1944 ｜帰還兵に教育機会を提供する GIビルがサービスと教育の連係を進める。

1960頃｜高齢者のボランテイア活動を促進する退職者シニア・ボランテイア・プログラ

ム（RSVP）やシニア・コンパニオン・プログラムの展開。

1961 ｜ケネディ大統領、平和部隊を創設。

1964 ｜ジョンソン大統領が「貧困との闘い」の一環で、 VISTA（アメリカ・ボラン

テイア・サービス）等を立ち上げる。

1965 ｜カレッジに実地研究プログラムができるO

1966 ｜連邦の資金による都市部隊の結成。

1966- ｜東テネシーのオークリッジ連合大学において、 TVAのブロジ、エクトに初めて

1967 ｜「サービス・ラーニング」という用語が使われる。

1968 ｜ワシントンDCにおいてナショナル・サービス事務局会議が開かれる。

1969 ！アトランタ・サービス・ラーニング会議においてサービス・ラーニングの定義。

1971頃｜全国学生ボランテイア・プログラム（1979年には全国サービス・ラーニング・

センター）が創設となり、雑誌『シナージストJの定期刊行が始まる。
1979 1『シナージスト』にサービス・ラーニングの三原則が掲載される。

1980 ｜青少年を対象としたキャンパス・コンパクトなどの結成が盛んとなる。

1981 ｜青少年のためのナショナル・サービス・ラーニング・センターができるO

1989 ｜ブッシュ大統領（父）がホワイト・ハウスにナショナル・サービス局を創設する。

1990 I 1990年ナショナル・コミュニテイ・サービス法が公布となる。

1992 ｜メリーランド州教育委員会がサービス・ラーニングを高校卒業要件に決定

1993 I 1993年ナショナル・コミュニテイ・サービス・トラスト法が公布となり、ナ
ショナル・サービス公社が創設される。
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で
は
、
教
育
に
お
け
る
周
縁
的
な
試
み
で
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
が
連
邦
の
教
育
政
策
の
目
玉
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
の
主
流
に
躍
り
出
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
本
論
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
制
度
化
の
過
程
と

そ
の
背
景
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
理
念
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
制
度
化
の
意
味
を
改
め
て
問
う
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
一
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る
人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
想
の
も
と
に
、
そ
れ
を
実
践
に
移
し
て

い
っ
た
の
か
を
、
歴
史
的
に
整
理
す
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
い
う
斬
新
な
試
み
の
中
に
、
民
主
主
義
の

実
現
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
の
重
視
、
経
験
学
習
に
よ
る
教
育
方
法
の
刷
新
と
い
う
様
々
な
目
的
を
志
向
し
て
い
た
が
、
そ
の
い

ず
れ
も
が
既
存
の
教
育
観
へ
の
挑
戦
と
い
う
意
味
で
、
教
育
界
の
主
流
に
は
位
置
し
て
い
な
か
っ
た
。
次
に
二
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
l
ニ
ン
グ
が
連
邦
政
府
の
教
育
改
革
の
柱
と
な
っ
た
背
景
を
、
そ
の
論
客
で
あ
る
ボ
イ
ヤ

1
を
中
心
と
し
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財

団
の
議
論
に
追
う
。
こ
こ
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
制
度
化
の
鍵
が
あ
る
。
そ
し
て
三
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
1
ニ
ン
グ
関
連
法
制
の
整
備
に
よ
り
、
連
邦
教
育
改
革
の
主
流
に
躍
り
出
た
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ

る
の
か
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
定
位
置
を
確
立
し
た
こ
の
時
期
こ
そ
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ

ン
グ
の
原
点
に
立
ち
帰
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
ま
と
め
と
す
る
。

8 

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
見
る
周
縁
性
と
変
化
へ
の
意
志

周
知
の
通
り
、
一
九
六
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
公
民
権
運
動
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
さ
ら
に
は
貧
困
と
の
闘
い
な
ど
、
既
存
の
価

値
観
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
教
育
思
潮
に
お
い
て
も
、
学
生
活
動
家
や
人
道
主
義
的
な
教
育
者
た
ち
は
、
多
様
化
す
る
学

習
者
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
融
通
の
き
か
な
い
、
教
師
中
心
で
、
無
意
味
な
教
育
制
度
に
背
を
向
け
始
め
て
い
た
。
新
し
い
教

育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
地
域
社
会
を
ベ

l
ス
に
し
た
も
の
、
大
学
を
ベ

1
ス
に
し
た
も
の
等
、
様
々
で
あ
っ
た
が
、
各
地
で
学
校
や
大

学
と
社
会
を
結
び
つ
け
る
運
動
と
し
て
、
爆
発
的
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
運
動
に
つ
い
て
、
ス



タ
ン
ト
ン
は
、
価
値
志
向
性
の
高
い
、
教
育
哲
学
に
基
づ
い
た
動
き
で
あ
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
は
、
個
別
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
よ
り
も
、
経
験
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
あ
る
価
値
観
の

表
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
価
値
観
と
は
、
他
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
社
会
の
開
発
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
、
相
互
学

習
で
あ
り
、
学
習
者
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
々
と
の
聞
の
、
さ
ら
に
は
経
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
対
象
と
な
る
地
域
社
会
の

組
織
と
の
聞
の
、
社
会
的
、
教
育
的
交
流
の
目
的
や
特
徴
、
そ
し
て
プ
ロ
セ
ス
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

南
部
地
域
教
育
委
員
会
（

ω刃
m
g
と
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

I
ニ
ン
グ
の
定
義

表
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
一
九
六
六
年
、
東
テ
ネ
シ
ー
の
オ
I
ク

リ
ツ
ジ
連
合
大
学
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
経
過
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
、
ビ
ル
・
ラ
ム
ゼ
イ
が
オ
l
ク
リ
ッ
ジ
原
子

力
研
究
所
の
大
学
連
携
部
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
就
任
し
、
フ
エ
ロ

l
シ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
、
大
学

院
生
に
原
子
力
研
究
の
機
会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
彼
ら
に
地
域
社
会
の
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
自
覚
を
促
す
よ
う
奔
走
す
る
。

一
九
六
六
年
、
ラ
ム
ゼ
イ
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
I
ニ
ン
グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
ボ
ブ
・
シ
グ
モ
ン
を
招
き
入
れ
、
地
域
の
社
会
的
経
済

的
課
題
解
決
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
、
学
生
の
指
導
を
依
頼
す
る
。
ラ
ム
ゼ
イ
と
シ
グ
モ
ン
は
、

ω同
何
回
に
お

い
て
、
彼
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
」
と
命
名
す
る
。
「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
」
と
い
う
用
語
の
誕
生
で
あ
る
。

ラ
ム
ゼ
イ
は
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。

一
九
六
五
年
、
私
は
オ
l
ク
リ
ッ
ジ
原
子
力
研
究
所
（
。
同
盟
∞
）
の
大
学
連
携
部
の
部
長
に
就
任
し
た

ocmEω
は
、
南
部
の
大

学
や
カ
レ
ッ
ジ
の
連
合
体
で
あ
り
、
特
に
南
部
の
主
要
な
大
学
は
全
て
加
入
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
高
等
教
育
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
－

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連
係
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

9一



OEZω
は
科
学
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
風
潮
で
も
あ
っ
た
が
、
私
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
機
関
の
発
展
と
同
様
、
地
域
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
当
時
は
公
民
権
運
動
が

盛
ん
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
私
た
ち
は
地
方
レ
ベ
ル
で
公
民
権
運
動
に
関
係
し
た
と
い
う
言
い
方
が
で
き
よ
う
。
時
代
は
政
治
的

動
揺
期
で
あ
り
、
社
会
変
革
の
時
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
使
命
は
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
高
等
教
育
が
で
き
る
こ
と
を
実
践
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
略
）

私
た
ち
は
、
（
オ
l
ク
リ
ッ
ジ
原
子
力
研
究
所
に
お
い
て
）
技
術
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
の
双
方
に
関
連
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
労
働
省
に
『
開
発
の
た
め
の
人
的
資
源
』
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
た
。
私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
地
域
開
発
の
た
め
の
人
的
資
源
の
訓
練
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ツ
プ
や
技
術
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
の
他
の
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
連
邦
政
府
の
目
に
と
ま
り
、
労

働
省
と
商
務
省
の
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
六
六
年
、
私
は
ボ
ブ
・
シ
グ
モ
ン
を
職
員
に
任
用
し
、
そ
の
後
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
は
。
白
Zω
内
に
波
紋
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
る
。
（
略
）

OEZω
に
所
属
す
る
大
学
の
代
表
の
中
に
、

地
域
課
題
と
い
う
広
範
な
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
は
科
学
研
究
と
は
か
け
離
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
者
も
い
た
の

で
あ
る
。
（
略
）
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ア
ト
ラ
ン
タ
の
∞
同
何
回
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私

た
ち
に
と
っ
て
、
新
し
い
仕
事
は
刺
激
的
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
ア
ト
ラ
ン
タ
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
（
イ
ン
タ
ー
ン
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
名
前
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
医
師
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
似
て
い
る
よ
う
で
異
な
っ
て
い
た
。
実
習
教
育
と
い
う
言
葉
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
的
確

に
表
現
す
る
言
葉
は
何
で
あ
る
か
、
模
索
が
続
い
た
。
経
験
的
学
習
、
経
験
学
習
、
労
働
学
習
、
行
動
的
学
習
・
・
・

つ
い
に
私
た
ち
は
こ
れ
を
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
と
呼
ぶ
こ
と
に
決
定
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
言
葉
に
は
価
値
的
な
意
味
合
い

が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
何
も
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
箱
に
私
た
ち
の
活
動
を
閉
じ
こ
め
よ
う
と
意
図
し
た
の
で
は
な
い
。
サ
l
ピ
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ス
と
は
態
度
で
あ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
目
指
し
た
教
育
は
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
価
値
判
断
を
含
む
経
験
な
の

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
マ
フ
ィ
ア
の
経
験
も
学
習
可
能
な
経
験
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
私
た
ち
が
意
図
し
た
の
で
は
な

い
。
あ
る
行
為
と
そ
れ
に
対
す
る
省
察
に
価
値
判
断
が
含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
規
律
あ
る
省
察
で
あ
る
。
そ

れ
は
本
当
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
学
問
の
た
め
で
も
な
け
れ
ば
表
面
的
な
も
の
で
も
な
く
横
道
に
そ
れ
た
も
の
で
も
な
い
、
本
物
の
サ
ー

ビ
ス
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
機
関
が
関
与
す
べ
き
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
気
が
向
い
た
時
に
行
う
学
習
な
の
で
は
な
く
、
規

律
有
る
学
習
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ム
ゼ
イ
と
シ
グ
モ
ン
が
「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
で
意
図
し
た
も
の
は
、
地
域
課
題
解
決
と
い
う

価
値
と
、
機
関
が
提
供
す
る
持
続
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
は
単
な
る
経
験
学
習

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
意
気
込
み
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
後
一
九
六
九
年
、
ア
ト
ラ
ン
タ
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
会

議
に
お
い
て

ω河
何
回
は
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
を
、
「
教
育
的
意
図
を
も
っ
て
、
人
々
の
真
の
ニ

l
ズ
に
答
え
よ
う
と
す
る
実
践
」
と

定
義
す
る
。
こ
こ
で
は
、
学
習
効
果
よ
り
も
地
域
課
題
の
解
決
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
七
九
年
、
シ
グ
モ
ン
は
次
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
三
原
則
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

①
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
持
つ
。

②
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
は
、
自
ら
の
行
動
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
も
ま
た
学
習
者
で
あ
り
、
学
習
内
容
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
持
つ
。

こ
の
三
原
則
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
が
学
習
者
と
地
域
住
民
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
双
方
が
主
体
性
を
獲
得
し
、
学
習
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
コ

l

ネ
ル
大
学
の
人
文
環
境
分
野
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
す
る
ミ
ツ
シ
ェ
ル
・
ホ
ワ
イ
タ
ム
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
が
人
々
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
を
通
し
て
社
会
変
革
に
ま
で
結
び
つ
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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し
か
し
一
九
八

0
年
代
ま
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
提
唱

者
は
、
高
等
教
育
分
野
の
少
数
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ラ
ム
ゼ
イ
と
シ

グ
モ
ン
が
オ
l
ク
リ
ッ
ジ
原
子
力
研
究
所
を
跡
に
し
て
ア
ト
ラ
ン
タ
へ

と
移
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l

ニ
ン
グ
の
推
進
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
正
義
、
民
主
主
義
、

教
育
方
法
の
刷
新
と
様
々
で
あ
り
、
彼
ら
が
ひ
と
つ
の
潮
流
を
形
成
し

て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ク
l
ト
は
、
ボ
ラ
ッ
ク
の
分
類
に
依
拠

し
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
目
的
を
大
き
く
一
一
一
つ
に
分
類
し
、
次

の
よ
う
に
図
に
表
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ

の
日
的
が
当
時
の
教
育
界
が
志
向
す
る
目
的
と
全
て
合
致
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
特
に
社
会
変
革
を
目
指

す
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

1
ニ
ン
グ
は
既
存
の
価
値
観
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
教

育
政
策
に
異
を
唱
え
る
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
が
、
ア

メ
リ
カ
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
処
方
筆
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
。
そ
れ
に
は
、

一
九
七

0
1八
0

年
代
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
理
事
長
で
あ
り
議
論
の
中
心
的

存
在
で
あ
っ
た
ボ
イ
ヤ
l
の
中
等
教
育
・
高
等
教
育
観
の
影
響
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
ボ
イ
ヤ
l
の
教
育
観
を
、
カ
ー

ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
報
告
書
か
ら
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

社会変革高等教育改革

コミュニティ・サービス

図1 サービス・ラーニングの3つの目的
（出典： T. M. Stanton. D. E. Giles. Jr. & N. I. Cruz. Service-Learning: A Movement's Pioneers 

Reflect on Its 0噌ins,Practice, and Future, San Francisco. J口ssey-Bass,1999, p.213) 
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サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
制
度
化
を
支
え
る
思
想

ア
1
ネ
ス
ト
・
ボ
イ
ヤ
l
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
第
八
代
理
事
長
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
長
官
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
の
学
長
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
八
三
年
の
全
国
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
教
育
者
に
選
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、

一
九
八
O
年
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
理
事
長
に
就
任
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
改
革
の
鍵
は
高
校
に
あ
る
と
し
、
二
年
間
の

調
査
・
研
究
を
経
て
、
均
貯
昨
日
山
町
砕
き
汗
白
河
内
、
。
ミ
ミ
倖
SMNhhrNミ
同
九
NhSHSミ
ミ
与
さ
ミ
吋
．
S
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
ボ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
二
冊
の
報
告
書
、
国

h
b
q
t
b可注目．高
3
H
F
同
」
〈
怠
喜
ザ
惨
さ
町
内
と
且
忘
年
ぎ
ミ
を
も
と
に
、
彼
の
問
題
意
識
、

教
育
観
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。

主的1
3
0「
Fh出
、
．
コ
コ
町
吉

3
0
2
h
w
q
oコ
ぱ
的
。
ミ
行
。
に
見
る
ボ
イ
ヤ
！
の
問
題
意
識

一
九
八
一
年
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
は
、
ボ
イ
ヤ
l
と
へ
ツ
チ
ン
ガ
l

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
財
団
の
理
事
長
）
の
共

著
に
よ
る
報
告
書
、
思
志
向
可
～
ミ
ミ
ミ
h
S
N
b
h
S
5
5
惨
さ
ミ
町
内
を
刊
行
す
る
。
同
書
の
裏
表
紙
に
は
、
そ
の
出
版
の
意
図
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
は
、
こ
こ
数
十
年
間
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
の
目
標
も
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
が
、
近
年
、
か
げ
り
が

見
え
始
め
、
そ
の
存
在
意
義
も
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
欠
け
て
い
る
も
の

は
何
か
を
探
る
と
共
に
、
国
の
目
標
と
大
学
の
そ
れ
が
一
致
し
て
い
た
時
代
を
ふ
り
返
る
。
そ
の
目
標
と
は
、
高
等
教
育
を
新
し
い
階

層
の
人
々
に
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
戦
争
で
痛
手
を
被
っ
た
国
に
科
学
的
な
専
門

知
識
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
帰
還
兵
に
民
間
の
職
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
結
果
的
に
大
学
と
国
の
有

り
様
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
（
略
）



以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
書
で
は
高
等
教
育
の
三
つ
の
機
能
で
あ
る
、
教
育
、
研
究
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
論
じ
、
（
国
民
的
議

論
の
き
っ
か
け
と
し
た
い
。
）

同
書
の
第
二
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
将
来
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
〈
・
〉
門
同
〈
自
己
ロ
m
c
i門
戸
。

R
E口
問
に
お
い
て
、
ボ
イ
ヤ
ー

と
へ
ッ
チ
ン
ガ

l
は
、
一
八
一
一
一

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
ト
ク
ヴ
イ
ル
が
描
い
た
草
の
根
民
主
主
義
を
特
徴
と
す
る
ア
メ
リ
カ
は
も

は
や
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
て
、
今
や
一
般
民
衆
は
、
社
会
問
題
に
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
と
嘆
き
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

こ
の
問
題
と
関
連
し
て
、
今
日
、
明
ら
か
に
人
々
は
公
的
機
関
に
信
用
を
な
く
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け

て
、
こ
の
国
に
お
け
る
市
民
の
疎
外
感
は
増
大
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
l
ト
の
痛
手
が
消
え
か
け
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
社
会
不
安
は
解
消
し
て
い
な
い
。
最
近
の
大
統
領
選
挙
で
は
有
権
者
の
五
二
%
し
か
投
票
に
出
か
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
四
八
年
以
来
最
低
の
投
票
率
で
あ
る
。
世
論
調
査
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
半
数
（
五
一
%
）
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
や
イ
ン
フ
レ
、
犯
罪
と
い
っ
た
問
題
が
政
治
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
（
略
）

無
関
心
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
蔓
延
し
て
い
る
。
（
略
）
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
学
の
新
入
生
が
国
の
社
会
的
機
関
の
こ

と
を
信
用
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
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更
に
ボ
イ
ヤ
！
と
ヘ
ッ
チ
ン
ガ

l
は
、
こ
の
よ
う
に
政
治
に
信
頼
を
置
か
な
い
市
民
や
学
生
が
、

無
知
で
あ
り
、
「
市
民
性
の
非
識
字
」
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

一
方
で
は
、
国
の
政
策
に
あ
ま
り
に

回
全
体
が
、
市
民
性
に
お
い
て
非
識
字
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
と
し
て
自
ら
を
教
育
す
る
良
い
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
は
か
ら
ず
も
新
た
な
暗
黒
の
時
代
に
さ
ま
よ
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
少
数
の
専
門
家
が
知
を
独
占
し
、



意
志
決
定
を
く
だ
す
。
新
た
な
技
術
に
つ
い
て
知
を
独
占
す
る
者
だ
け
が
複
雑
な
状
況
に
つ
い
て
理
解
し
、
一
般
民
衆
に
何
を
す
る
べ

き
か
を
指
図
す
る
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
、
民
衆
は
彼
ら
自
身
が
知
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
判
断
を
く
だ
す
の
で

は
な
く
、
一
部
の
専
門
家
の
一
百
う
こ
と
に
盲
目
的
に
従
う
だ
け
で
あ
る
。

ボ
イ
ヤ
！
と
ヘ
ッ
チ
ン
ガ

1
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
大
学
は
、
学
生
が
社
会
問
題
に
も
っ
と
関
心
を
も
つ
よ
う
に
し
向
け
る

べ
き
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
1
ニ
ン
グ
と
い
う
言
葉
こ
そ
登
場
し
な
い
が
、
社
会
に
対
す
る
無
関
心
を
克
服
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

工
荷
な
的
。
な
。
。
～
に
み
る
ボ
イ
ヤ
l
の
高
等
学
校
観

ボ
イ
ヤ
ー
は
そ
の
後
一
九
八
三
年
に
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
報
告
書
と
し
て
旦
写
年
ぎ
ミ
を
刊
行
す
る
。
こ
こ
で
、
彼
は

先
の
問
題
意
識
を
解
決
す
る
鍵
は
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
改
革
に
あ
る
と
し
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。
以
下
、

h
N
h
p
年
ぎ
ミ

か
ら
、
高
等
学
校
が
掲
げ
る
べ
き
目
標
に
つ
い
て
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
の
議
論
を
追
っ
て
い
こ
う
。
巴
忘
年
ぎ
ミ
に
お
い
て
、

ボ
イ
ヤ
1
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
初
の
公
立
高
等
学
校
で
あ
る
開
口
怪
島

hznw己
P
F
c－
が
ボ
ス
ト
ン
に
興
っ
た
一
八
一
一
一
年
か
ら

一
五

O
年
余
り
の
歴
史
を
概
観
し
、

N
O
世
紀
後
半
高
等
学
校
が
急
速
に
大
衆
化
し
た
事
実
を
確
認
し
た
後
（
表
2
、
表
3
参
照
）
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
が
高
等
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
、
ア

1
サ
l
・
ベ
ス
タ

l
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
学
校
は
、
そ
の
役
割
に
適
し
て
い
る
か
否
か
に
は
関
係
な
く
、

他
の
機
関
が
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
あ
ら
ゆ
る
ニ

I
ズ
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え

方
が
、
つ
い
に
は
教
育
制
度
を
破
滅
さ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

ベ
ス
タ
ー
が
述
べ
た
こ
と
は
、
予
言
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一五

O
年
以
上
前
に
開
口
忠
任
。
目
白

g－
∞
岳

g－
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
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表2 公立高校登録学生数（1900-1981年）
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Statistics: 1973, p.31; 1974 to 1981, Digest of Education Statistics: 1982, p.38. 
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表3 17歳人口に対する公立高校

卒業生の比率（1900-1982年）
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高
等
学
校
は
嵐
に
出
会
っ
た
船
に
か
じ
り
つ
い
て
離
れ
ぬ
人
た
ち
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
目
的
を
一
手
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
。
高

等
学
校
の
生
徒
の
内
訳
は
、
当
初
は
都
市
部
の
少
数
派
で
あ
っ
た
の
に
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
青
年
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
首
尾
一
貫
し
た
目
的
な
ど
と
い
う
も
の
を
み
つ
け
る
こ
と
な
ど
難
し
い
。
国
は
、
様
々
な
教
育
政
策
を
積
み

上
げ
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
教
育
機
関
が
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
日
、
高
等
学
校
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
家
庭
、
教
会
に
期
待
す
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
高
等
学
校
は
非
難
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
は
高
等
学
校
に
何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
話
は
簡
単
で
あ
る
。
私
た
ち
は
す
べ
て
を
高
等
学
校
に
期
待

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ボ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
さ
ら
に
今
日
高
等
学
校
は
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
次
の
四
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
努
力
す
る
べ

-18一

き
で
あ
る
と
す
る
。

高
等
学
校
は
四
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
教
師
も
生
徒
も
理
事
も
両
親
も
、
そ
の
日
標
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
一
日
に
ひ
と
つ
の
学
級
が
目
指
す
べ
き
こ
と
と
い
っ
た
も
の
よ
り
、
逼
か
に
大
き
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
生
徒
を
学
校
に
通
わ
せ
て
世
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
保
護
す
る
な
ど
と
い
っ
た
消
極
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
も
っ
と
積

極
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
生
徒
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
単
位
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
達
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
高
等
学
校
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
言
語
の
習
得
を
通
し
て
批
判
的
に
考
え
効
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
高
等
学
校
は
、
人
々
に
共
通
の
人
間
と
し
て
の
経
験
に
基
づ
い
た
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が



彼
ら
自
身
に
つ
い
て
す
な
わ
ち
人
間
の
引
き
継
い
で
き
た
遺
産
や
彼
ら
の
住
ん
で
い
る
相
互
依
存
の
世
界
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
条
件
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
高
等
学
校
は
、
個
人
の
能
力
や
関
心
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
選
択
科
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
仕

事
や
さ
ら
に
高
度
な
教
育
の
た
め
の
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
第
四
に
、
高
等
学
校
は
、
学
校
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒

が
彼
ら
の
社
会
的
・
市
民
的
責
任
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
第
四
の
目
標
で
あ
る
市
民
性
の
福
養
の
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
同
報
告
書
で
は
、
次

の
よ
う
に
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
単
位
」
の
構
想
を
展
開
す
る
。

今
日
ア
メ
リ
カ
の
十
代
の
青
少
年
は
、
学
校
の
内
外
の
生
活
に
責
任
を
も
っ
て
関
わ
ら
な
く
と
も
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
ら
は
孤
独
な
老
人
と
共
に
過
ご
す
こ
と
も
せ
ず
、
字
が
読
め
な
い
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
通
り
を
清
掃
す
る
こ

と
も
せ
ず
、
さ
ら
に
は
学
校
で
何
か
意
味
の
あ
る
こ
と
を
す
る
で
も
な
い
。

生
徒
会
は
小
さ
な
民
主
主
義
の
単
位
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
民
主
主
義
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
は
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
自
然
保
護
団
体
の
前
理
事
長
は
、
「
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
行
っ
た
こ
と
や
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
責
任
を
持
た
せ
る

こ
と
を
怠
っ
て
き
た
。
」
と
言
う
。
「
子
ど
も
た
ち
が
約
束
を
破
っ
て
も
責
任
を
取
ら
せ
る
で
も
な
か
っ
た
o
」

あ
る
高
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
学
校
は
子
ど
も
た
ち
が
目
標
を
み
つ
け
る
手
助
け
を
す
る
べ
き
で

す
。
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
政
治
的
社
会
的
自
覚
を
持
た
せ
、
政
治
が
彼
ら
や
周
囲
の
社
会
と
い
か
に
関
係
が
あ
る
か
を
一
不
す

責
任
が
あ
り
ま
す
。
」

さ
ら
に
中
西
部
の
あ
る
学
校
で
私
た
ち
は
、
学
校
は
そ
の
目
的
を
拡
大
す
る
べ
き
で
あ
る
と
熱
弁
を
ふ
る
う
親
に
遭
遇
し
た
。
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「
こ
の
よ
う
に
混
乱
し
た
世
の
中
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
こ
そ
が
究
極
の
目
的
で
す
。
高
校
は
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
（
社
会
へ
の
）
サ
ー

ビ
ス
に
関
わ
ら
せ
る
べ
き
で
す
」

上
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
高
校
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
は
も
っ
と
責
任
を
に
な

う
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
属
す
る
地
域
社
会
へ
の
参
加
を
、
つ
な
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
全
て

の
高
校
生
に
サ
ー
ビ
ス
活
動
、
す
な
わ
ち
地
域
社
会
や
学
校
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
必
修
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す

る
。
こ
れ
を
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
単
位
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

カ
ー
ネ
ギ
ー
単
位
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
そ
れ
は
教
室
で
の
学
習
時
間
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
新
し
い
単
位
は
、
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
時
間
を
重
視
す
る
。
こ
の
新
し
い
カ
ー
ネ
ギ
ー
単
位
は
、
生
徒
た
ち
が
自
立
す
る
個
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
外
部
の

地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
の
能
力
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が

必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。
（
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
を
通
し
て
）
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
は
疎
外
感
を
克

服
し
、
地
域
の
課
題
や
政
治
的
課
題
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢
の
人
、
病
め
る
人
、
貧
し
い
人
、
家
の
な
い
人
と
ふ
れ
あ
う
き
っ

か
け
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

-20一

こ
の
よ
う
に
、
ボ
イ
ヤ
l
は
、
高
校
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
必
修
化
を
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ラ
ム
ゼ
イ
と
シ
グ
モ
ン
が
意
味
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
ボ
イ
ヤ
l
の
意
図
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
の
聞
に
は
明

ら
か
に
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ム
ゼ
イ
と
シ
グ
モ
ン
が
「
サ
ー
ビ
ス
」
で
意
図
し
た
も
の
は
、
単
な
る
経
験
で
は
な
く
価
値

観
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ボ
イ
ヤ
1
の
意
味
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
社
会
性
の
掴
養
の
た
め
に
必
要
な
社
会
へ
の
サ
ー

ビ
ス
（
す
な
わ
ち
社
会
貢
献
活
動
て
あ
る
い
は
奉
仕
の
精
神
に
限
定
さ
れ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
意
味

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
校
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
必
修
化
の

一
九
九

0
年
代
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
法
制
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

提
言
も
含
め
、
ボ
イ
ヤ
l
の
提
言
は
、



サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
関
連
法
制
の
整
備

一
九
九

O
年
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
も
と
、

Z
住
吉
田
－

B
門戸円。
B
E
E－q
ω
q
i
R
〉

2
C
2
3。
（
一
九
九
O
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
法
）
が
公
布
と
な
る
。
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
1
ニ
ン
グ
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
連
邦
政
府
が
助
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
機
関
と
し
て
円
。
B
E
g－8
8
Z即
位
。
ロ
己
富
島

h
c
B
B己
E
q
F
2
5ニ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
）
が
創
設
さ
れ
た
。
同
委
員
会
の
助
成
の
対
象
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
学
齢
期
の
青
少
年
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
高
等
教
育
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

③

ユ

l
ス
・
コ

l
ズ
（
青
少
年
団
体
）

④
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
事
例

ま
た
同
法
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
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一
O
一
条
定
義

（
お
）
由
民
三
月
’
－
O
R
Eロぬ

ば巾円三円

Z
E
E－
ロ
汽
と
い
う
用
語
は
次
の
よ
う
な
教
育
方
法
を
意
味
す
る
。

（A
）
学
生
や
参
加
者
が
次
の
よ
う
な
周
到
に
計
画
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
学
習
し
成
長
す
る
も
の

（i
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

（－
H
）
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
教
育
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
同
開
催

の
サ
ー
ビ
ス

（一
m
）
市
民
と
し
て
の
責
任
意
識
を
緬
養
す
る
サ
ー
ビ
ス



（B
）
さ
ら
に
、

（i
）
学
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
参
〆
加
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

（H
H
）
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
対
す
る
ふ
り
返
り
の
時
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

一
九
九
三
年
に
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
も
と
、

Z
白
巳
。
ロ
包
山
口
乱
打
。
B
E
E－q
F
2－門巾吋
2
2
〉円件。同

5
8
（
一
九
九
三
年

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
信
託
法
）
が
公
布
と
な
る
。
こ
の
法
律
は
、
一
九
九
O
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

サ
ー
ビ
ス
法
の
修
正
法
で
あ
り
、
同
法
に
よ
り

n
R
U
C
E
C
Cロ
沙
門

Z
S
S出
］
自
己

h
o
B
E
E
F
q
F
2
5
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
公
社
）
が
新
設
と
な
り
、
同
公
社
の
も
と
、

F
E
R
n
o弓
∞
（
シ
ニ
ア
・
コ

l
ズ
）
、
〉
B
巾
立
の
号
古
田
（
ア
メ
リ
コ

l
ズ）、

F
Rロ
自
己

ω
q
2
〉
B
q－2
（
学
習
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
一
一
一
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
同

公
社
は
、
一
九
九
O
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
っ
て
創
設
と
な
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
と
、
一
九
七
三
年
囲
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
法
の
も
と
で
作
ら
れ
た
〉

n
d
o
z
の
業
務
を
引
き
継
い
で
い
る
。
同
公

社
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
三
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
信
託
法
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
公
社

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
法
の
も
と
で
実
行
に
移
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
執
行
に
あ
た
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ

ス
公
社
を
設
置
す
る
。
同
公
社
は
、
第
五
編
一

O
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
政
府
の
公
社
で
あ
る
。

一
九
一
条

「
0
0
「コ
ω
コ丘

ω
O
「〈
O

》ヨ
0
1
0
ω

（
学
習
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て

同
公
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る

U
Rロ
自
己

F
2の
〉

B
q－g
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
に
関
す
る
助
成
金
を
担
当
し

て
い
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
年
次
報
告
書
で
あ
る
じ
む
さ
き
九
年
ミ
与
さ
ミ

S
F
$ミ
室
町
内
河
内
、
ミ
＼
ミ
出
色
、

h
S
R
I
N
S
hに
よ



（却）

れ
ば
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
）
。

F
E
E
E【同
ω号
〈
め
〉

B
q片
山
（
以
下
門
的
〉
）
は
全
米
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
一
一
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

社
会
参
加
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
年
間
百
万
人
の
学
生
・
生
徒
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ニ

l
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
知
識
・
技
能
を
高
め
良
き
市
民
た
る
資
質
を
獲
得
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一

O
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
と
学
習
双
方
に
重
点
を
置
き
、
サ
ー
ビ
ス
と
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
統
合
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
の
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
学
生
は
、
学
業
と
同
じ
よ

う
に
学
習
成
果
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
学
習
成
果
を
届
け
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
全
て

の
「
ω〉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
者
の
市
民
性
や
技
能
、
責
任
感
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

円

ω〉
の
財
源
は
、
州
の
教
育
省
、
非
営
利
組
織
、
カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
族
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

サ
ー
ビ
ス
州
委
員
会
を
通
し
て
配
分
さ
れ
る
。
配
分
を
受
け
る
こ
れ
ら
の
機
関
は
助
成
金
の
仲
介
者
で
あ
り
、
地
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

資
金
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
支
援
を
提
供
し
、
評
価
を
行
う
。
こ
れ
に
対
し
資
金
の
提
供
を
受
け
る
地
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
・
生
徒
、

教
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
地
域
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
学
校
と
地
域
の
組
織
と
の
連
携
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
連
邦
政
府
は
戸
∞
〉
を
通
し
て
、
直
接
的
、
間
接
的
に
、
全
米
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
把
握

す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
連
邦
政
府
の
お
墨
付
き
を
得
た
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
助
成
金
を
受
け
た
り

学
習
会
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
円
滑
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
が
行
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の

hsさ
き
ら
待
3
h

b
言
及

R
Pき
さ
き
町
内
同
町
、
ミ
＼
可

hwS山H
Nさ
い
を
開
く
と
、
全
米
五
O
州
の
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
報

告
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
む
と
、
社
会
の
安
定
と
秩
序
の
維
持
が
大
き
な
目
的
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。



終
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
今
日
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

1
ニ
ン
グ
は
社
会
シ
ス
テ
ム
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
定
位
置
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
二

O
O九
年
一
月
、
第
四
四
代
大
統
領
に
就
任
し
た
パ
ラ
ク
・
オ
パ
マ
大
統
領
の
も
と
で
、
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
る
国
家

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る
に
相
違
な
い
。
連
邦
政
府
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

公
社
を
通
し
て
、
学
校
や
大
学
、
地
域
社
会
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
保
留
地
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

l
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
行
い
、
全
米
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

l
ニ
ン
グ
情
報
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
情
報
の
提
供
と
研
究
の
促
進
に
寄
与
し

て
い
る
。
同
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ

l
ニ
ン
グ
に
関
す
る
様
々
な
学
会

や
研
究
大
会
へ
の
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
網
が
こ
こ
に
集
中
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

こ
れ
ま
で
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
周
縁
に
位
置
し
舞
台
の
袖
に
控
え
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
l
ニ
ン
グ
が
、
突
然
、
舞
台
の
中
央
に
躍

り
出
で
、
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
多
様
の
中
の
統
こ
の
装
置
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
ゆ
え
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
周
縁
か
ら
中
央
へ
と
移
動
し
た
こ
と
で
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
な
い
の
か
。
サ
ー

ビ
ス
・
ラ

l
ニ
ン
グ
が
本
来
も
っ
て
い
た
社
会
変
革
へ
の
意
志
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
志
に
た
ち
か
え
っ

（担）

て
、
そ
の
理
念
を
再
確
認
す
る
べ
き
と
き
に
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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が
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。
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